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○辻泰弘君 民主党・新緑風会・国民新・日本、辻泰弘でございます。昨日に

引き続きまして御質問を申し上げたいと存じます。 

 まず冒頭、総理にお伺いしたいと存じますけれども、昨夜の記者さんの取材

にお答えになられて、いわゆる賃金の引上げをめぐる春闘について発言をされ、

定期昇給について経営側の立場では難しいのではないかと、そのような趣旨の

御発言があったようでございます。これに関しまして、総理が労使交渉に介入

するものではないかといったような懸念も示されているところでございますけ

れども、この点についての総理の御見解をお示しいただきたいと存じます。 

 

○内閣総理大臣（鳩山由紀夫君） 辻委員にお答えを申し上げます。 

 全くそのような思いはございません。私が申し上げたのは、この質問に対し

て、連合さんのお気持ちは分かると、しかし経営者の皆さん方は必ずしもそう

じゃないんじゃないかと。もう既に経営側が主張していることを単に紹介して

いただけでございます。その中で、お互いに労使が、春闘でありますから、労

使が意見を交換をしていきながら最終的な結論を見出していくべきであって、

私が何も自分の立場からどうこう申し上げる立場ではないということを申し上

げたところでございます。 

 ただ、今、富岡議員などの御質問など、特にデフレスパイラルと、こういう

ような厳しい状況の中でありますだけに、むしろ労働の価値というものが正し

く評価をされるような、そんな状況にするべきではないかということは感じて

はおりますが、介入する立場ではありませんので、どうぞ御理解をいただきた

いと存じます。 

 

○辻泰弘君 総理はかねがね需要サイドに立った経済ということをおっしゃり、

また人間のための経済とおっしゃってきたわけですけれども、人間のための経

済の具体的な姿が労働分配率の向上というのも一つの大きなポイントだと思う

わけでございます。そしてまた、これまでもそうでしたけれども、来年度の経

済見通しにおきましても、日本の経済の六割は個人消費、民間最終消費支出で

ございます。そういった意味で、賃金の動向というものはやはりこれからの景

気の動向に大きくかかわってくることだということでございまして、この点は



もちろん総理も十分御承知の上でございますけれども、今後ともそういった需

要サイドに立った人間のための経済の実現に向けて内閣一丸となってお取り組

みくださいますようにお願いを申し上げておきたいと思います。 

 そこで、昨日に続いて御質問を申し上げますけれども、文科大臣にお伺いを

させていただきたいと存じます。 

 いわゆる建物の耐震化についてでございますけれども、学校の校舎の耐震化

の取組状況、また財政措置の状況について御説明をいただきたいと存じます。 

 

○国務大臣（川端達夫君） お答えいたします。 

 学校の、特に公立学校の施設は子供たちが一日の大半を過ごす場所でもあり、

また万一の災害のときには地域住民の応急避難の拠点でもありますので、その

安全性の確保は極めて重要だという認識に立っております。 

 厳しい経済環境ではありますけれども、平成二十二年度の予算においては、

学校施設整備費においての総額は一千五十一億円が一千三十二億円と十九億円

の減額になりましたけれども、その中で、より耐震化に重点化をするというこ

とで、耐震化棟数は、平成二十一年度当初予算の千九百棟、七百八十三億円か

ら、二十二年度当初予算では約二千二百棟、九百十億円へ重点化、増額をした

ところでございます。 

 まずは、厳しい財政状況ではありますけれども、平成二十二年度予算、でき

るだけ早くお通しいただいて、より効率的に効果的な予算の執行の中で対処を

してまいりたいと。同時に、引き続き、耐震化の改修工事を含めてより効果的

に進められるように、地域の自治体の御要望も、地方団体の御要望も踏まえな

がら取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

 言うまでもなく、この問題はいわゆる子供の命、安全を守るという人のため

の予算であるという認識の下に進めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

 

○辻泰弘君 重ねて文科大臣にお伺いしたいんですけれども、いわゆる地震防

災対策特別措置法が平成二十年六月に施行されまして、国の補助率を従前の二

分の一から三分の二に引き上げるということで対応されて、これが平成二十二

年度まで続くという形になっているわけでございます。 

 そういった中で、全国の学校からということになりますけれども、地方から

この事業の推進に向けて要望がかなり寄せられているというふうに聞いており

ますけれども、そのような状況でしょうか。 

 



○国務大臣（川端達夫君） お答えいたします。 

 御指摘のとおり、補助率の上増し分は一年で期限が来るという状況でありま

すが、今御指摘のように、地方の団体からの要望は引き続き強い要望がござい

ます。残棟数もまだありますので、そういう環境を踏まえて積極的に取り組ん

で検討してまいりたいと思っております。 

 

○辻泰弘君 先ほどお話ございましたように、当初ベースでは大体同額を確保

していただいているということでございます。これはいろいろ地方の方からの

御意見もあるんですけれども、補正で上積みしたので、それと対比すると減っ

たように見えるわけですけれども、当初予算ベースでの確保はほぼ同等確保し

ていただいていると、こういうことで若干誤解もあるところもあるわけですけ

れども。とは申せ、今お話ございましたように、要望も強いし、できるだけ早

く耐震化をして、やはり安全がまず第一でございます。総理がおっしゃる人の

命を守るということでございますので、やはりできるだけ早く予算を付けて対

応していくべきだと思うわけです。 

 つきましては、来年度の予算の中で経済危機対応・地域活性化予備費という

のがあるわけですけど、これの費目、対象用途ですね、使途の対象はどうなっ

ているか、財務大臣からお伺いしたいと思います。 

 

○国務大臣（菅直人君） ちょっとお待ちください。──ちょっと待ってくだ

さい。済みません。 

 

○委員長（簗瀬進君） じゃ、辻泰弘君、もう一回。 

 いいですか、菅直人財務大臣。 

 

○国務大臣（菅直人君） たくさん質問をいただいていましたので、ちょっと

失礼しました。 

 現下の厳しい経済状況にかんがみまして、経済対策に万全を期するため、二

十二年度予算において経済危機対応・地域活性化予備費一兆円を計上いたして

おります。この予備費は、予見し難い景気、雇用状況の悪化等に対応して、地

域経済の活性化、雇用機会の創出や国民生活の安定に資する施策を機動的、弾

力的に実施できるものとし、予算総則においてこれらに係る項を限定列挙して

おります。 

 具体的には、今御指摘のあった耐震化といった公共事業のほかにも、社会保

障全般についても利用ができるものと、このように位置付けられております。 



○辻泰弘君 そこで、総理にお伺いしておきたいんですけれども、今お話ござ

いましたように、まだ、二十二年度予算なんでちょっと先の話で恐縮ではある

んですけれども、現実に二十二年度予算において予備費が付けられている。そ

して、その中に、今おっしゃっていただいたように、国民生活の安定に資する

ものは対象になっているということで、具体的に公立文教施設整備費が予算総

則の中でその対象になっているわけなんでございます。すなわち、その耐震化

の費用がそこに入っているわけでございます。 

 そういった意味で、この一兆円の予備費を是非、まだ先なもので恐縮ですけ

れども、来年度予算成立の後、できるだけそれに速やかに歳出をしていただい

て学校現場の耐震化に向けて取り組んでいただきたいと、これを文科大臣とも

いろいろと御相談いただいて取り組んでいただきたいと、このように申し上げ

ておきたいと思うんですけれども、総理、いかがでしょうか。 

 

○内閣総理大臣（鳩山由紀夫君） 辻委員の大変強い御意向でありますので、

今お話がありましたように、この予備費の一兆円、貴重に使わせていただきた

いと思います。 

 子供の命というものの重要性は十分に認識しております。耐震化、遅れてい

ると言われております。したがいまして、十分に適用できるように配慮してま

いりたいと思いますが、そのためにも、まずは来年度の予算案を、まだ審議も

しておらない段階でございますので、これを上げてからということになります

が、耐震化に向けては大変重要な案件だと理解をしておりますので、辻委員の

仰せのとおりに努力をしてまいりたいと、そのように思います。 

 

○辻泰弘君 是非そのようなお取組をお願い申し上げておきたいと思います。 

 なお、学校のみならず病院の耐震化なども大変急務となっておりまして、長

妻厚生労働大臣もお取り組みいただいているところですけれども、今日は時間

がないので御質問いたしませんけれども、それらについても十分御配慮いただ

いて、病院の耐震化も進めていただきますようにお願いを申し上げておきたい

と思います。 

 それで、時間の関係上次に行きますけれども、空港の問題について前原大臣

にお伺いしておきたいと思います。 

 二点にわたりますけれども、まず一つは、この度の新成長戦略におきまして

も羽田空港の二十四時間国際拠点空港化ということを出しておられます。また、

かねてよりハブ化ということもおっしゃっているわけですけれども、このこと

についての御見解をお示しください。 



○国務大臣（前原誠司君） 来年の十月に羽田の四つ目の滑走路ができます。

そのことによりまして、今三十・三万回でございますけれども、管制がうまく

いきましたら、最終形で、夜間も入れて四十四・七万回まで増えてまいります。

したがって、その増枠分を半分、できればそれ以上国際線に振り向ける中で二

十四時間国際拠点空港に羽田をしていきたいと、このように考えております。 

 このポイントは、成田も羽田もかなり参入待ちの航空会社が多いわけでござ

いまして、そういったところに対する需要というものを増やしていくと同時に、

やはり今、地方の空港から仁川に飛んで仁川から海外に行くという、日本の地

方空港のハブが今仁川になってしまっていると、これが大きな問題だと思って

おります。これを羽田に取り戻す中で、ある空港の活性化を図る、そして日本

の航空会社を含めての航空需要の増大を図っていくということで取り組ませて

いただきたいと考えております。 

 

○辻泰弘君 時間がないので次に進めますけれども、もう一つ、関西空港の問

題がございます。 

 これも二十二年度予算で補給金を出すには抜本的解決策を出してからですよ

と、こういうふうな前提が付いているわけでございまして、今、関西空港、大

阪空港それから神戸空港と三者の協議などもいろいろ進んでいるわけですけれ

ども、いわゆる関西三空港の問題について、前原国土交通大臣、現状認識、今

後の解決策、それに向けての御所見を伺いたいと思います。 

 

○国務大臣（前原誠司君） これはなかなか難しい問題でございます。 

 といいますのも、関空の今負債総額は一兆一千億円でございます。これが最

大の問題点になっておりますし、また、兵庫選出の辻議員には若干申し上げに

くいことなんですが、神戸空港も含めて近接した、八尾も含めると四つの空港

があるということで、これをどのように有機的に活用していくのかということ

は大変頭の痛い問題でございます。 

 関西経済界を含めて三空港の一体運用ということをおっしゃっているようで

ありますが、なかなかこれでは抜本的な解決にならないというふうに思ってお

りまして、我々としては、今、国土交通省成長戦略会議におきまして関西三空

港の在り方、抜本的にどう見直していくのか、また、それが前提で七十五億円

の補給金というものをちょうだいしておりますので、少しお時間をいただいて、

地元の皆さん方の御意見も伺いながら、抜本的な解決策を見出していきたいと

考えております。 

 



○辻泰弘君 やはり、答えを出す上において基本とすべきは需要であり、また

国民のニーズがベースだと思います。そういった意味で、ＪＡＬの問題、また

ダムの問題等抱えておられて大変ですけれども、どうぞ精力的にお取り組みい

ただいて、抜本的解決策の実現に向けてお取り組みくださいますようにお願い

申し上げておきたいと存じます。 

 それで次に、法務の関係で千葉大臣にお伺いをしておきたいと存じます。 

 一つは、かねてより一つの大きなテーマでございますけれども、司法試験の

合格者数の問題でございます。 

 平成十四年の司法制度改革のときに閣議決定をされて、平成二十二年ごろに

は三千人程度にするということであったわけですけれども、それがかなり過剰

といいますか、目標が高かったということで、司法修習を修了した弁護士の方

も就職困難だというふうな状況もあったりしているわけで、当初から言われて

いたとおりじゃないかと、このようなことも言われているわけでございまして、

その見直しを私もかねて求めてきたところであるんですけれども、このことに

ついてのお取組の方針をお伺いしたいと思います。 

 

○国務大臣（千葉景子君） 御指摘をいただきましてありがとうございます。 

 私も、この問題については多方面からいろいろな御提起をいただいているも

のですから、関心を深く持たせていただいております。 

 ただ、これが様々な経緯の下で閣議決定をされて決定をされているというも

のでございますので、改めて根本的な見直しをしなければ、なかなかまだまだ、

結論はまだ出ていないという状況でございます。 

 今、法曹養成制度全体についていろいろな課題も見えてまいりましたので、

その検証作業を早急にしよう、その中でこの合格者数の問題なども議論しなけ

ればならないということで、今文部科学省の方とも協力をさせていただいて、

検証を行うフォーラムを今スタートする段階に至っておりますので、この中で

できるだけ精力的に検証、議論をさせていただいて方向性を出すことができれ

ばと、こう考えておりますので、またいろいろな御提起をよろしくお願いを申

し上げます。 

 

○辻泰弘君 これは元々過大な目標だったと思いますので、その是正方、取組

をお願いしておきたいと思います。 

 それから、人権侵害救済法案については検討中ということで予定されている

わけなんですけれども、この問題は、小泉総理も本会議において「新たな人権

救済制度を整備します。」ということで平成十五年一月におっしゃっていたにも



かかわらずそのままになっているという状況でございまして、これも是非早急

に取り組んでいただいて法案提出していただきたいと思うんですけど、いかが

でしょうか。 

 

○国務大臣（千葉景子君） これもかねてから御提起や御指摘をいただいてい

る問題でございます。また、かなり国際的な人権機関からも度重ねてこの人権

機関の制定ということを求められているところでございまして、こういうこと

を踏まえながら今検討をさせていただいております。政務三役、そしてまた今

……（発言する者あり） 

 

○委員長（簗瀬進君） お静かに。 

 

○国務大臣（千葉景子君） 大臣政務官の下で様々な検討課題、これについて

議論を重ねさせていただいておりますので、そういう議論も踏まえつつ、また

皆さんの御意見もいただいて御提起をすることができるようにしてまいりたい

と思っております。 

 

○辻泰弘君 この問題の取組もお願いしておきたいと思います。 

 もう一つ、法務マターで、最近新聞にも載ったことでございますけれども、

性同一性障害の問題にかかわることでございます。 

 これは、私の兵庫県の方のことが事案として大きく出たわけですけれども、

結婚している男女が第三者の精子を使って人工授精で子供をもうけた場合には

一般的には嫡出子になるんですけれども、性同一性障害のために性別変更した

夫と妻の間の子供は非嫡出子とするというふうな、結果としてのそういう扱い

についての差別があるということがございまして、これについて改善を千葉大

臣もおっしゃっていたんですけれども、このことについてどのように取り組ん

でいかれるでしょうか。 

 

○国務大臣（千葉景子君） 今御指摘をいただきました問題につきましては、

ちょっと前提が、もう少し正確に申し上げなければいけないかと思いますが、

時間的なこともあろうかと思いますので。 

 私も、何かこれは見直しをしていかなければいけないというふうに申し上げ

たところでございます。ただ、これ、根底には生殖補助医療、この問題をきち

っと整理をしなければいけないという問題もございます。それから、性同一性

障害の方の特例法、このときにもここまでのことは予測をしていなかったとい



う面もございますので、今法整備が必要なのか、あるいは何らかの運用をでき

ないものか、政務三役の下で今精力的にちょっと検討させていただいておりま

すので、それに基づいてできるだけ早くこういう問題についての救済をさせて

いただくことができたらと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

○辻泰弘君 それぞれの法務大臣のお取組をお願いしておきたいと思います。 

 舛、あっ、長妻厚生労働大臣にお伺いしたいと思いますけれども、今度の第

二次補正予算におきましても、失礼しました、小児科、産科、救急などの医療

体制の整備を進められているわけですけれども、今度の診療報酬〇・一九％引

上げでございますけれども、これもやはりそうした小児、救急、産科、外科、

地域医療等々にも重点的にしていくべきだと思うんですけれども、その点はい

かがでしょうか。 

 

○国務大臣（長妻昭君） 長妻でございます。済みません。 

 十年ぶりに、今御指摘のこの医療の体制整備なんでございますけれども、こ

れまで二千二百億円、社会保障を毎年毎年機械的に削減をしていくということ

で大変全国、医療、疲弊をいたしました。 

 今回、財政当局の御尽力、そして総理の御理解もいただいて全体で十年ぶり

にプラス改定、ネットでプラスということになったわけでございます。特に医

科の部分ではプラス一・七四、四千八百億円を入院中心に配分をしていく。そ

して、今御指摘の産婦人科、そして小児科、そして地域医療、そして外科等々、

手厚く配分をして、国民の皆様が安心して医療を受けられる体制を整備をして

いきたいというふうに考えております。 

 

○辻泰弘君 大変失礼いたしました。昨年私、厚生労働委員長をしておりまし

たので、いつも大臣をお呼びしておったのがそうだったので、それで申し訳な

く思っております。お許しください。 

 なお、再診料の引上げ、引下げ問題が出ておりますけれども、やはり開業医

の方もかねての新型インフルエンザの予防接種などに非常に尽力されて、発熱

外来の問題もございましたけれども、そういった意味で開業医の方々のそうい

った思いもしっかりと受け止めて議論をしていっていただきたいと、このこと

だけ申し上げておきたいと思います。 

 そして、私は思うんですけれども、診療報酬を上げると保険料に跳ね返る、

また窓口負担に掛かってくるということなんですけれども、やはり皆保険でフ

リーアクセスで、また、非常に現物給付という日本の医療のいいところをやっ



ていこうとすれば、やっぱり負担は必要にならざるを得ない。消費税の議論は

しばらく先だとしても、やはりある程度保険料負担は増えることもやむを得な

いというふうなことを私は思うんです。 

 そういった意味で、そういったことはある程度、ある面やはり国民の御理解

をいただくように説明もしながら、ある意味で給付と負担が明確な保険料でご

ざいますから、その点については余り逃げずに訴えていくべきだと私は思って

いるんですけれども、厚生労働大臣、いかがでしょうか。 

 

○国務大臣（長妻昭君） 私も、これ負担の問題というのは避けられない問題

だと考えております。 

 ただ、その前提となるのは、国民の皆様が負担をしていただいている例えば

税金やあるいは保険料が本当に中抜きされないで、それがきちっと全額社会保

障のサービスに一対一対応で結び付いているんだと、天下り団体に流れたり無

駄な事業がないんだと、こういうような実感を持っていただくために、まだま

だ時間を掛けて我々は全力で取り組まなきゃいけないというのが前提でありま

すけれども、そういう御負担もきちっと国民の皆さんに御説明をするというこ

とでございまして、実は今回も、市町村国保についても御負担が上がるところ

を、平成二十二年度予算額で二千五百四十億円を入れまして、その負担の上昇

を抑えるような措置もとらせていただき、協会けんぽについても御負担が増え

るのをある程度抑える措置もとらせていただくということも併せて取り組んで

いるところであります。 

 

○辻泰弘君 最後の質問を長妻さんにさせてもらいますけれども。 

 いわゆる介護療養型医療施設の廃止ということが平成二十四年三月に決めら

れているわけですけれども、このことについての取組、民主党マニフェストで

は凍結ということを出しているんですけれども、このことについてどのような

方針で対処されるか、お伺いしたいと思います。 

 

○国務大臣（長妻昭君） これ、病院のベッドというと、いわゆる普通のベッ

ド、入院するベッドと医療療養型ベッド、これは比較的慢性期の方ですが、そ

してもう一つ慢性期の方の介護療養型ベッドというのがございまして、これを

我々は、拙速に廃止をするということが前政権の下進められているんですけれ

ども、基本的に廃止というような方向性は変わりませんけれども、本当に廃止

をして、そこのベッドにおられる方がきちっとあるべき医療、あるべき介護を

受けられるというのをきちっと確認をして、丁寧に移行しなきゃいけないと。



医療費削減、介護費削減ありきでやってはいけないということで、今実態調査

を綿密にしておりまして、その調査結果も見ながら、今その一方で国民の皆様

から、病院でお亡くなりになる比率が日本国は多い、その一方で、御自宅でみ

とるというような御要望、御期待もあるわけでありますので、その両面にこた

えるべく丁寧にやっていきたいというふうに考えております。 

 

○辻泰弘君 昨日から今まで民主党会派の仲間共々に、総理並びに関係各大臣

に御質問をさせていただいてまいりました。 

 結論的に言いましても、やはり財政状況は大変厳しいという状況でございま

すので、こういった中において政策運営を進めていかれることには大変困難が

伴うこととは存じますけれども、総理がお示しいただきました幸福追求社会で

すね、幸福追求社会、また人間のための経済社会、こういった理念を掲げられ

て、人間、生活第一の政治の更なる深化、前進に向けて力いっぱい御奮闘され

ますように心から御期待申し上げますとともに、私どもそれをしっかりとお支

えしていくという決意を申し上げまして、質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 


